
高大連携事業による地方高校生流出の防止
～大学生へのイメージをよりクリアにする～

共愛学園前橋国際大学 堀越丈稀

資料１-４



日本の大学は「都市圏集中・地方流出」の構造が形成されている。

１

・日本三大都市（東京・大阪・名古屋）の大学数は、

全国合計の30％を占めている。
・下図の流入数の多い地域は、大学数も上位に位置
している。（赤枠線地域）

・地方の都道府県の大学数は、横ばい状態にある。

図①からわかること

図①大学数合計/2022年（令和4年）（参照：都道府県市区町村ＨＰより）

・都市圏と近い都道府県の高校生が、都市圏に流出
している。（茨城県、埼玉県、静岡県など）

・5年間で日本三大都市（東京・大阪・名古屋）や、
その他都市圏の流入数が増加傾向にある。

・コロナ化を挟んでも、「都市圏中心・地方流出」
という構造が形成されている。

図②からわかること

図②大学進学時の都道府県別流入・流出者数（参照：文部科学省2024年）



２

図③各種の意識調査による、進学・就職時の移動理由（参照：内閣府 2024年）

・学びたい分野が地方にないため、都市圏の大学に
進学するという理由が比較的多い。

・必ずしも都市圏の大学ではないといけないという
理由ではない高校生も一定数いる。

・特に、生活環境を変えるために都市圏の大学進学
を希望している高校生が多い。

図③からわかること

① 「都市圏集中・地方流出」の構造が一般的になっており、都市圏では、住宅・生活コストの上昇や都市インフラ
への負荷など課題が発生する恐れがある。地方では、地方大学の衰退、地域経済の縮小、地域社会の担い手不足
など多くの課題が発生する恐れがある。

② 地方の高校生が都市圏の大学へ進学する理由は、「学びたい分野が地元にはない」という理由が多い一方で、進
学先地域への憧れや地元を離れたかったなど、学問ではない生活環境の理由も一定数あるということが分かった。

データのまとめ

日本の大学は「都市圏集中・地方流出」の構造が形成されている。



３

高大連携事業の概要

高大連携事業が高校生の地方流出にブレーキをかける

• 高大連携とは、高等学校と大学との接続における一人一人の能力を伸ばすための連携の位置づけ。
• 中高一貫教育や現行学習指導要領の実施等により高等学校の多様化と選択の幅の拡大はさらに進展している。
この結果、特定の分野について高い能力と強い意欲を持ち、大学レベルの教育研究に触れる機会を希望する生

徒の増加が予想される。（参照：文部科学省HP）
• 全国の大学の約87％が何らかの形で高校との連携協定を結んでいる。しかし、その中で「定期的に活動してい

る」と回答した大学は、わずか34％にとどまる。（参照：文部科学省 2023年高大連携実施状況調査）

「なんとなく都市圏に進学」を選択して
いる高校生が地方大学へ進学する可能性

が高まるのではないだろうか
考察

地方大学の「高大連携事業」を一般化し
高校生が大学の学びを知るきっかけを増やす

提案



４

本学の高大連携事業の紹介

• 1年を通して行うプログラム。大学の科目「キャリア
演習基礎」を単位認定される。

• 前期はGIA（群馬イノベーションアワード）というビ
ジネスプランコンテストへの参加、後期はライフプ
ランについての講義・グループワークを行う。

• 大学生メンター4人が高校生14人のサポートをするた
め、きめ細やかな指導が可能。

市立太田

• 1か月集中で行うプログラム。
• 高校2年の課題演習のプログラム。模擬市長選挙とい
う名目で、前橋市をよりよくするためには何が必要
かということをマニフェストとして考え、全校の前
で選挙演説を行う。

• 大学生メンターが各クラスに1人配置され、最終日に
模擬選挙を行い、当選者を決める。

市立前橋



・全体的にイメージがつかめるようになっている。
・大学での友人関係のイメージがつかめている高校生が
増えていることが分かる。

高大連携後の調査結果
・特に、大学卒業後のイメージがつかめていない。
・大学での学び・授業のイメージは他の項目に比べ、
イメージがつかめていた。

高大連携前の調査結果

高校生は大学生と関わることで、大学に関するイメージが
形成される可能性が高いことが分かる

５

高大連携を履修した高校生に行ったアンケート調査の結果



• 進路選択の前に、大学生が「何を学ぶのか」を実体験
に基づいて知ることができる。

• 単位認定制度があることで、連携した大学進学を選ぶ
きっかけになる可能性がある。

• 長期的な関わりにおいては、日々のコミュニケーショ
ンによって、学びだけではなく、入学後の友人関係や
進路へのイメージもつかめるようになる可能性がある
こと。

高大連携のメリット

単発ではなく、長期的に高大連携事業を行うこと

６

まとめ～地方大学が

• 大学側・高校側の期待値の不一致によるズレが、長期
的な連携にならない可能性がある。

• 高校生の学びに対するモチベーションに依存してしま
う部分もあるため、学びの質が担保できない面がある。

• 高大連携で学ぶことができるものだけが、大学全体の
学びではないため、高校生の進路選択を逆に狭めてし
まう可能性もある。

• 高校教員の負担が増えてしまう可能性がある。

高大連携の課題

地方大学に
求められること

・長期的な関わりを通して、学びを深め、大学の魅力を伝えることができる。
そして、「なんとなく都市圏に進学」する学生に対して、地方だからこそ
学べる魅力を伝え続けていくことが求められる。

・高校生は大学生と日常的にコミュニケーションをとることで、イメージを
大学生活のイメージをつかむことができる。
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